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問

学
習
環
境
を
改
善
す
る
た
め
、

学
習
支
援
体
制
の
整
備
を
図
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答

学
習
権
も
最
大
限
保
障
す
る

べ
き
で
あ
り
、
学
習
支
援
の
時
間

を
設
け
、
学
習
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

状
況
や
能

力
に
適
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

問

児
童
在
籍
校
や
教
育
委
員
会

と
児
童
相
談
所
が
連
携
し
て
は
。

答

ど
の
よ
う
な
連
携
が
可
能
か

検
討
を
進
め
た
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
へ
の
支
援

問

学
習
進
度
の
差
や
、
家
庭
で

の
学
習
援
助
の
差
が
出
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
が
、
本
当
に
学
力
の

増
進
に
つ
な
が
る
の
か
。

答

自
分
の
ペ
ー
ス
で
達
成
感
を

得
な
が
ら
学
習
で
き
る
。
差
が
生

じ
な
い
よ
う
、
保
護
者
と
の
意
思

疎
通
を
図
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

へ
の
技
術
指
導
等
を
進
め
た
い
。

問

個
別
最
適
化
教
育
の
名
の
下
、

集
団
学
習
や
対
話
学
習
が
少
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
。

答

対
面
学
習
に
時
間
的
余
裕
が

生
ま
れ
、
体
験
学
習
等
が
で
き
る
。

安
心
で
き
る
住
宅
の
確
保

問

居
住
支
援
協
議
会
に
お
い
て

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
住
宅
の
確
保

に
向
け
た
協
議
と
推
進
を
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

答

検
討
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

問

あ
ん
し
ん
す
ま
い
パ
ッ
ク
の

サ
ー
ビ
ス
内
容
の
変
更
を
検
討
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

安
否
確
認
の
手
法
等
、
契
約

者
の
生
活
支
援
に
つ
な
が
る
制
度

内
容
の
検
討
に
努
め
た
い
。

西
武
新
宿
線
連
続
立
体
交
差
事
業

問

施
行
期
間
が
６
年
延
伸
さ
れ

た
が
、
改
め
て
沿
線
住
民
へ
の
説

明
会
開
催
を
都
に
要
望
し
て
は
。

答

要
望
す
る
考
え
は
な
い
。

答

中
野
区
学
校
保
健
会
で
治
癒

証
明
を
取
得
す
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
も
含

め
、
取
り
扱
い
を
再
検
討
し
た
い
。

子
育
て
情
報
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
活
用

問

子
育
て
世
代
と
親
和
性
の
高

い
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
情
報
を
発
信
し
、

申
請
ま
で
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
。

答

今
年
度
中
に
情
報
発
信
を
開

始
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

手
続
き
へ
の
活
用
も
検
討
し
た
い
。

介
護
書
類
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入

問

業
務
負
担
の
軽
減
が
介
護
の

質
を
高
め
る
。
介
護
事
業
者
へ
改

善
を
促
し
、
支
援
す
べ
き
で
は
。

答

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
支
援
も
含
め
た

業
務
の
効
率
化
を
進
め
た
い
。

所
は
、
近
隣
園
で
過
度
に
重
な
ら

な
い
よ
う
管
理
な
ど
必
要
で
は
。

答

合
同
避
難
訓
練
の
実
施
な
ど
、

重
複
し
て
も
混
乱
が
起
き
な
い
よ

う
指
導
し
た
い
。
新
規
開
設
に
よ

る
重
複
は
事
業
者
と
調
整
し
た
い
。

問

コ
ロ
ナ
禍
で
連
絡
を
密
に
取

れ
る
と
証
明
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
学
校

へ
の
欠
席
報
告
を
導
入
し
て
は
。

答

利
便
性
や
効
率
性
が
注
目
さ

れ
る
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
の
安

全
性
な
ど
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問

昨
冬
時
点
で
、
23
区
中
10
区

が
学
校
へ
提
出
不
要
と
し
た
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
治
癒
証
明
の
扱
い
は
。

校
舎
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
良

好
な
教
育
環
境
が
確
保
で
き
、
望

ま
し
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

子
ど
も
の
権
利
に
係
る
条
例

問

（
仮
称
）
子
ど
も
の
権
利
条

例
か
ら
子
ど
も
の
権
利
擁
護
に
係

る
条
例
へ
の
名
称
変
更
に
よ
り
、

子
ど
も
を
主
体
と
し
て
見
る
姿
勢

が
弱
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答

条
例
の
内
容
と
と
も
に
名
称

の
検
討
も
行
う
が
、
子
ど
も
を
主

体
と
し
て
捉と

ら

え
る
趣
旨
は
こ
れ
ま

で
と
変
わ
ら
な
い
。

児
童
相
談
所
の
一
時
保
護
所

問

都
の
一
時
保
護
所
で
の
人
権

侵
害
が
報
じ
ら
れ
た
。
児
童
の
権

利
擁
護
に
つ
い
て
、
区
の
考
え
は
。

答

権
利
は
最
大
限
保
障
さ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
第
三
者
評
価
を
実

施
し
、
適
切
な
支
援
の
チ
ェ
ッ
ク

を
す
る
仕
組
み
や
、
一
時
保
護
さ

れ
た
児
童
が
意
見
を
表
明
で
き
る

仕
組
み
の
検
討
を
進
め
る
。

問

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
使

用
さ
れ
る
地
域
に
偏
り
が
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
、
各
地
域
に

根
差
し
て
い
る
郵
便
局
を
販
売
場

所
と
す
る
こ
と
が
大
き
く
寄
与
す

る
と
考
え
る
。
区
の
見
解
は
。

答

郵
便
局
の
活
用
は
、
様
々
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
過
去
の
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
で
も
郵
便

局
を
販
売
場
所
と
し
た
。
今
後
の

実
施
に
当
た
っ
て
も
検
討
す
る
。

旧
第
九
中
学
校
の
整
備
・
再
利
用

問

旧
第
九
中
学
校
付
近
に
は
、

桃
園
第
二
小
学
校
、
谷
戸
小
学
校

な
ど
、
今
後
、
再
整
備
が
行
わ
れ

る
予
定
の
学
校
が
多
数
あ
る
。
こ

れ
ら
の
再
整
備
の
際
に
、
旧
第
九

中
学
校
を
代
替
校
舎
と
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
る
こ
と

が
、
費
用
の
縮
減
や
施
設
整
備
の

期
間
の
短
縮
に
大
き
く
寄
与
し
、

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く

教
育
環
境
に
好
影
響
を
与
え
る
と

考
え
る
。
区
の
見
解
は
。

答

代
替
校
舎
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
整
備
期
間
を
大
幅
に
短

縮
で
き
る
。
仮
設
校
舎
が
不
要
に

な
れ
ば
整
備
に
要
す
る
費
用
の
縮

減
も
可
能
で
あ
り
、
小
中
学
校
施

設
整
備
計
画
の
推
進
に
も
資
す
る

と
考
え
る
。
ま
た
、
仮
設
校
舎
を

設
置
す
る
場
合
と
比
較
し
、
代
替

区
内
事
業
者
へ
の
経
済
支
援
対
策

問

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
下
で
重

要
な
の
は
、
消
費
者
の
購
買
意
欲

の
増
進
で
あ
る
。
現
在
、
各
自
治

体
で
議
論
さ
れ
て
い
る
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
事
業
の
検
討
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
区
の
見
解
は
。

答

現
在
、
実
施
に
つ
い
て
検
討

し
て
お
り
、
安
全
か
つ
簡
易
に
、

よ
り
多
く
の
方
に
行
き
渡
る
よ
う

な
販
売
方
法
と
し
、
特
に
苦
し
い

状
況
に
あ
る
業
種
へ
の
支
援
と
併

せ
、
区
内
消
費
の
喚
起
を
目
指
す

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
財
政
運
営

問

国
と
都
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対

応
と
し
て
大
き
く
お
金
を
動
か
し

て
い
る
。
区
の
見
解
は
。

答

持
続
可
能
、
堅
実
な
財
政
運

営
に
よ
り
、
取
り
組
み
を
進
め
る
。

問

お
困
り
の
方
に
手
を
差
し
伸

べ
、
将
来
的
効
率
化
と
持
続
的
成

長
で
、
新
し
い
時
代
を
迎
え
て
は
。

答

区
民
の
生
活
と
健
康
を
守
り

抜
く
こ
と
を
最
優
先
に
取
り
組
む
。

子
ど
も
の
よ
り
よ
い
環
境
づ
く
り

問

広
域
災
害
発
生
の
場
合
、
園

庭
の
な
い
保
育
園
の
一
時
的
待
避

各
部
一
律
事
業
費
２
割
カ
ッ
ト
と

の
こ
と
だ
が
、
各
部
で
異
な
る
削

減
努
力
の
中
、
ど
の
よ
う
に
一
律

の
基
準
に
収
め
る
の
か
。

答

予
算
編
成
方
針
に
の
っ
と
っ

て
い
る
か
、
企
画
部
で
確
認
を
し
、

精
査
を
行
う
。

構
造
改
革
の
推
進

問

経
常
経
費
の
削
減
目
標
額
２

割
の
実
現
の
た
め
に
、
区
長
が
覚

悟
と
と
も
に
大
変
な
決
断
を
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答

全
事
業
に
つ
い
て
、
効
果
と

原
因
分
析
を
行
い
、
効
果
が
上
が

ら
な
い
事
業
の
廃
止
、
統
合
、
縮

小
、
休
止
、
執
行
方
法
の
変
更
等

の
検
討
を
行
う
。
ま
た
、
構
造
改

革
を
進
め
る
中
で
組
織
横
断
的
な

事
業
の
統
合
等
、
歳
出
構
造
に
メ

ス
を
入
れ
る
考
え
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
抗あ

ら
が

う

財
政
フ
レ
ー
ム
の
策
定

問

区
は
、
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に

よ
る
財
政
フ
レ
ー
ム
に
お
け
る
一

般
財
源
の
減
収
額
を
、
５
年
間
で

２
１
５
億
円
、
来
年
度
は
92
億
円

と
見
込
ん
で
お
り
、
単
年
度
で
は

な
く
５
年
間
で
対
応
す
べ
き
で
は
。

答

一
般
財
源
の
回
復
に
は
複
数

年
度
を
見
込
ん
で
お
り
、
中
長
期

的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

令
和
３
年
度
予
算
の
歳
出
抑
制

問

令
和
３
年
度
予
算
の
編
成
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

区
長
査
定
を
行
う
令
和
２
年

12
月
ま
で
に
要
求
作
業
を
行
う
。

問

廃
止
・
縮
小
・
先
送
り
す
べ

き
事
業
、
既
存
事
業
の
統
合
・
再

編
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
等
、
区
長
査
定

に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
。

答

既
存
事
業
は
、
評
価
、
見
直

し
の
結
果
を
各
部
で
予
算
要
求
し
、

企
画
部
で
再
編
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
を

確
認
の
う
え
精
査
を
し
て
区
長
査

定
に
至
る
。
新
規
・
拡
充
事
業
は

区
長
に
説
明
し
、
実
施
時
期
の
見

直
し
等
判
断
を
行
う
。

問

来
年
度
の
予
算
編
成
方
針
は
、

保
育
所
等
訪
問
支
援
へ
の
転
換

問

保
育
園
等
巡
回
訪
問
指
導
の

果
た
し
て
き
た
役
割
は
大
き
い
と

考
え
る
。
現
場
で
は
、
今
回
の
事

業
転
換
に
つ
い
て
不
安
の
声
が
相

次
い
で
い
る
が
、
区
の
考
え
は
。

答

平
成
２
年
よ
り
実
施
し
、
障

害
児
や
発
達
に
課
題
の
あ
る
児
童

を
専
門
的
な
支
援
に
繋つ

な

げ
る
役
割

を
果
た
し
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

の
推
進
に
寄
与
し
て
き
た
巡
回
訪

問
指
導
の
役
割
の
大
き
さ
は
認
識

し
て
い
る
。
事
業
転
換
に
伴
い
、

保
護
者
へ
の
支
援
や
保
育
者
の
研

修
等
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

問

事
業
継
続
が
望
ま
れ
る
中
、

事
業
転
換
と
保
育
園
の
支
援
体
制

構
築
を
同
時
進
行
で
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

子
育
て
に
は
多
様
化
し
た
問

題
が
あ
り
、
園
で
は
対
応
し
き
れ

な
い
場
面
も
あ
る
。
園
へ
の
相
談

支
援
が
滞
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

業
務
改
善

問

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
行
政
手

続
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
急
務
で
あ
る
。

押
印
、
対
面
規
制
の
見
直
し
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答

国
の
法
令
等
に
基
づ
く
手
続

き
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
踏
ま

え
て
対
応
し
、
区
独
自
の
手
続
は
、

国
の
方
針
や
技
術
的
助
言
を
参
考

に
、
所
管
と
調
整
し
て
い
く
。

問

業
務
改
善
の
テ
ー
マ
を
デ
ジ

タ
ル
化
と
し
た
上
で
、
書
面
規
制

等
に
つ
い
て
具
体
的
に
取
り
組
ん

で
は
。

答

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止
だ

け
で
な
く
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効

果
的
な
提
供
に
資
す
る
と
認
識
し

て
お
り
、
全
庁
で
取
り
組
み
た
い
。

流
用
・
不
用
額

問

人
件
費
の
流
用
件
数
と
不
用

額
の
総
額
は
。

答

60
件
、
７
億
２
６
０
０
万
円

余
り
で
あ
る
。

問

不
用
額
が
多
額
な
理
由
は
。

答

科
目
ご
と
の
不
足
を
防
ぐ
よ

う
予
算
計
上
す
る
必
要
が
あ
る
。

問

例
え
ば
、
人
件
費
予
算
の
枠

組
み
を
見
直
し
、
款か

ん

別
に
一
括
し

て
組
む
等
、
自
治
体
判
断
に
よ
る

裁
量
が
あ
る
な
ら
ば
考
え
て
は
ど

う
か
。

答

提
案
と
し
て
受
け
止
め
た
い
。

不
用
額
が
発
生
し
な
い
よ
う
全
庁

で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

日
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産
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員
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●
声
の
区
議
会
だ
よ
り

ご利用ください
　
目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
、
区
議
会
だ
よ

り
を
朗
読
録
音
し
た
Ｃ
Ｄ
・
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ

「
声
の
区
議
会
だ
よ
り
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
郵
送
に
よ
り
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。
利
用

を
ご
希
望
の
方
は
、
区
議
会
事
務
局
（
電
話

０
３
―
３
２
２
８
―
５
５
８
５
）
ま
で
。

　
視
覚
障
害
者
の
方
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。




